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規
制
緩
和
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
が
‥
‥

港
湾
運
送
事
業
は
規
制
緩
和
の
遅
れ
た
分
野
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
。
大
量
の
輸
出
入
貨
物
を
扱
う
関
係
上
、
守
る

べ
き
ル
ー
ル
は
た
し
か
に
多
い
。
し
か
し
、
法
律
上
の
事
業
規

制
の
緩
和
は
そ
れ
な
り
に
進
ん
で
い
る
。

近
年
で
は
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
に
施
行
さ
れ
た
「
港
湾
運

送
事
業
法
」
の
改
正
が
大
き
い
。
こ
の
と
き
政
府
は
、
全
国
の

港
に
先
行
す
る
か
た
ち
で
主
要
九
港
（
東
京
、
横
浜
、
名
古

屋
、
神
戸
な
ど
）
の
港
運
事
業
の
需
給
調
整
を
廃
止
し
た
。
事

業
へ
の
参
入
手
続
き
を
免
許
制
か
ら
許
可
制
に
移
行
し
、
料

金
も
認
可
制
か
ら
届
出
制
に
改
め
た
。

こ
の
規
制
緩
和
は
、
九
六
年
の
行
政
改
革
委
員
会
の
議
論

と
、
そ
の
後
の
総
合
物
流
施
策
大
綱
の
方
針
に
応
え
て
実
施
さ

れ
た
。
背
景
に
は
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
釜
山
な
ど
ア
ジ

ア
の
主
要
港
の
台
頭
と
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
の
日
本
の
港
湾

の
競
争
力
低
下
が
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
を
変
え
る
た
め
、
主
要

港
の
運
営
に
競
争
原
理
の
導
入
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
り
の
成
果
は
出
た
。
財
務
省
に
よ
る
と
、
九
〇
年
頃

に
一
週
間
を
要
し
て
い
た
輸
入
コ
ン
テ
ナ
の
入
港
か
ら
引
き
取

り
に
要
す
る
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
、
現
在
で
は
平
均
二
・
三
日
程

度
ま
で
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
「
二
四
時
間
以

内
」
と
比
べ
る
と
ま
だ
彼
我
の
差
は
大
き
い
が
、
前
進
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
二
〇
〇
一
年
に
は
、
港
湾
運
送
業
の

労
使
間
で
二
四
時
間
荷
役
を
認
め
る
合
意
が
な
さ
れ
、
正
月

を
除
く
年
間
三
六
四
日
稼
働
の
可
能
性
も
出
て
き
た
。

あ
る
荷
主
企
業
の
物
流
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
、「
以
前
に
比
べ
れ

ば
港
湾
の
使
い
勝
手
は
よ
く
な
っ
た
」
と
評
価
す
る
。
た
だ
し

「
荷
主
の
立
場
で
は
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
平
均
値
が
二
日
に
短

縮
し
た
と
言
わ
れ
て
も
実
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
平
均
値
が

二
日
だ
と
し
て
も
、
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
四
日
か
か
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
は
結
局
は
四
日
分
の
在
庫
を
持
た
ざ
る
を
え
な

い
」
と
現
状
へ
の
不
満
も
漏
ら
す
。

実
際
、
日
本
の
港
湾
の
相
対
的
な
競
争
力
は
二
〇
〇
〇
年

以
降
さ
ら
に
低
下
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
次
ペ
ー
ジ
に
、
一
九

八
〇
年
と
二
〇
〇
四
年
の
ア
ジ
ア
の
主
要
港
の
コ
ン
テ
ナ
取

扱
量
を
比
較
し
た
図
を
掲
載
し
た
。
こ
の
四
半
世
紀
で
、
日

本
の
港
の
国
際
的
地
位
が
い
か
に
低
下
し
た
か
が
如
実
に
示
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
図
中
に
は
な
い
が
、
規
制
緩
和
が
な
さ
れ

て
以
降
の
二
〇
〇
一
年
の
実
績
値
と
、
現
在
の
数
値
を
比
較

し
て
み
る
と
問
題
の
深
刻
さ
が
分
か
る
。

第
一
位
の
香
港
の
二
〇
〇
四
年
の
取
扱
量
は
、
二
〇
〇
一

年
比
で
三
・
九
百
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
二
〇
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
換

算
）
増
え
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
五
・
一
百
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
増
、
釜

山
も
三
・
五
百
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
増
。
中
国
シ
フ
ト
の
恩
恵
を
受
け

た
上
海
は
八
・
二
百
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
も
急
増
し
て
い
る
。
一
方
、
日

本
の
主
要
港
も
、
東
京
が
八
一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
増
で
、
横
浜
が
一

七
・
七
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
増
と
伸
び
て
は
い
る
が
、
桁
が
違
う
。
神

戸
に
つ
い
て
は
五
・
四
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
マ
イ
ナ
ス
だ
。

ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
（
通
過
貨
物
）
の
多
い
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港
で

は
、
一
部
の
取
扱
量
が
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
点
は
考

慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
伸
び
幅
は
圧

倒
的
だ
。
上
海
に
い
た
っ
て
は
、
昨
年
だ
け
で
ほ
ぼ
東
京
港
の

年
間
取
扱
量
に
匹
敵
す
る
物
量
を
増
や
し
た
。
日
本
の
主
要

港
の
競
争
力
低
下
は
依
然
と
し
て
止
ま
っ
て
い
な
い
。

覚
悟
も
あ
ら
た
に
港
湾
行
政
を
転
換

港
湾
の
国
際
競
争
力
が
落
ち
る
と
、
将
来
的
に
は
荷
主
企

業
の
競
争
力
低
下
を
引
き
お
こ
す
。
日
本
の
港
と
海
外
を
直

接
結
ん
で
い
る
航
路
が
、
た
と
え
ば
日
本→

釜
山→

海
外
と
い

う
具
合
に
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港
経
由
に
変
わ
る
こ
と
を
、
港
湾
の

世
界
で
は
「
フ
ィ
ー
ダ
ー
港
化
す
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
日
本

の
荷
主
に
と
っ
て
は
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
伸
び
、
物
流
コ
ス
ト

が
上
昇
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

港 湾──ユーザー本位の港をめざす
日本の物流業のなかで港湾関連事業は近代化が遅れて

いる。そのツケが、主要港の国際的な地位の低下として
ますます顕在化してきた。現状を打開するために国交省
は今年7月、港湾経済課を新設。矢継ぎ早に施策を打ち出
して港湾行政のテコ入れを図っている。めざすは利用者
ニーズに応えられる港の実現だ。 （岡山宏之）
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国
交
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
も
し
日
本
の
港
が
完
全
に
フ
ィ

ー
ダ
ー
港
化
し
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
、
輸
入
品
の
製
品
価
格

は
二
〜
五
％
上
昇
す
る
。
輸
出
コ
ス
ト
も
上
昇
す
る
た
め
、
日

本
発
の
製
品
の
国
際
競
争
力
が
低
下
し
、
一
〇
年
間
で
三
〜

四
兆
円
の
輸
出
減
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う

し
た
事
態
を
荷
主
企
業
が
放
置
す
る
と
は
思
え
な
い
た
め
、
国

内
産
業
の
一
層
の
海
外
流
出
が
避
け
ら
れ
な
く
な
る
。

現
状
を
重
く
み
た
国
交
省
は
、
改
め
て
港
湾
行
政
の
テ
コ

入
れ
を
図
っ
た
。
今
年
五
月
に
成
立
し
た
「
港
湾
活
性
化
法
」

（
改
正
港
湾
法
）
で
は
、
京
浜
、
伊
勢
湾
、
阪
神
の
主
要
三
港

を
「
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
」
に
指
定
し
、
ア
ジ
ア
の
主
要
港
に

匹
敵
す
る
競
争
力
を
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
港
運
事
業

の
規
制
緩
和
も
、
二
〇
〇
〇
年
の
主
要
九
港
か
ら
一
歩
進
め

て
全
国
に
拡
大
す
る
。
さ
ら
に
夜
間
入
港
規
制
の
緩
和
な
ど
、

施
策
を
矢
継
ぎ
早
に
繰
り
出
し
て
い
る
。
三
〜
五
年
後
を
メ
ド

に
港
湾
コ
ス
ト
を
三
割
減
ら
し
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
二
四
時
間

以
内
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
本
位
の
港
の
実
現
を
め
ざ
す
。

港
湾
行
政
の
組
織
も
大
幅
に
見
直
し
た
。
今
年
七
月
に
港

湾
局
に
港
湾
経
済
課
を
新
設
し
、
港
運
事
業
を
管
轄
し
て
い

た
海
事
局
港
運
課
を
こ
こ
に
移
管
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
Ｉ
Ｔ

化
の
推
進
部
門
も
新
セ
ク
シ
ョ
ン
に
集
約
し
て
、
港
湾
に
関
す

る
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
行
政
を
一
元
化
し
た
。

身
内
に
潜
む
ム
ダ
に
も
メ
ス
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
港

湾
の
実
務
管
理
は
、
地
方
自
治
体
な
ど
を
母
体
と
す
る
各
地

の
埠
頭
公
社
に
委
ね
て
き
た
。
こ
れ
が
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
国
が
自
ら
現
場
運
営
に
口
を
挟
ん
で
公
社

業
務
の
効
率
化
を
主
導
し
て
い
る
。「
ま
ず
は
官
が
自
ら
血
を

流
す
姿
勢
を
見
せ
な
け
れ
ば
、
本
気
度
が
伝
わ
ら
ず
日
本
の
港

湾
は
変
わ
ら
な
い
」（
港
湾
経
済
課
の
安
部
賢
課
長
補
佐
）
と

い
う
覚
悟
の
あ
ら
わ
れ
だ
。

港
湾
コ
ス
ト
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
港
運
事

業
者
の
多
く
は
、
埠
頭
公
社
に
よ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
コ
ス
ト
や
入

出
港
料
の
高
さ
が
一
因
と
主
張
し
て
い
る
。
港
湾
経
済
課
と

し
て
は
、
ま
ず
官
の
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
、
次
の
段
階
で
港
運

業
者
自
身
の
努
力
を
引
き
出
し
た
い
考
え
だ
。
そ
の
上
で
、
名

目
上
は
可
能
に
な
っ
た
日
曜
荷
役
や
二
四
時
間
稼
働
が
、
民

間
主
導
で
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

国
際
物
流
の
関
係
者
が
直
視
す
べ
き
現
実

も
っ
と
も
、
時
間
外
業
務
が
一
部
で
し
か
実
施
さ
れ
な
い
こ

と
に
つ
い
て
も
港
湾
運
送
業
者
な
り
の
言
い
分
が
あ
る
。
港
運

事
業
に
携
わ
っ
た
経
験
が
長
く
『
港
運
実
務
の
解
説
』
と
い
う

著
書
も
あ
る
田
村
郁
夫
氏
は
、
日
曜
荷
役
な
ど
が
進
ま
な
い

理
由
を
こ
う
指
摘
す
る
。「
港
運
業
者
だ
っ
て
や
る
気
は
あ
る
。

だ
が
現
状
で
は
物
量
が
中
途
半
端
に
し
か
集
ま
ら
な
い
こ
と
が

多
く
、
ク
レ
ー
ン
を
動
か
し
て
も
採
算
が
と
れ
な
い
」

こ
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
港
湾
活
性
化
の
取
り
組
み
が
行

政
の
思
惑
通
り
に
進
む
か
ど
う
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
さ
ら

に
依
然
と
し
て
港
湾
に
灰
色
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
だ
。
そ
れ
で
も
国
際
物
流
の
関
係
者
が
港
湾
か

ら
目
を
背
け
て
い
て
は
仕
事
に
な
ら
な
い
。
逆
に
こ
こ
で
巧
く

業
務
を
さ
ば
け
ば
、
ラ
イ
バ
ル
と
の
差
別
化
を
図
れ
る
。

日
本
の
港
湾
の
一
面
を
知
る
う
え
で
格
好
の
教
科
書
を
お

薦
め
し
た
い
。
横
浜
港
を
地
盤
と
す
る
有
力
港
湾
荷
役
業
者
、

藤
木
企
業
の
藤
木
幸
夫
会
長
の
著
書
『
ミ
ナ
ト
の
せ
が
れ
』
と

い
う
本
だ
。
日
本
で
七
〇
年
代
に
コ
ン
テ
ナ
化
が
ス
タ
ー
ト
し

た
と
き
に
藤
木
氏
が
関
係
者
間
の
調
整
に
奔
走
し
た
様
子
や
、

著
者
と
山
口
組
三
代
目
組
長
と
の
交
際
な
ど
が
赤
裸
々
に
つ

づ
ら
れ
て
い
る
。
港
湾
業
界
な
ら
で
は
の
労
使
協
調
の
場
で
あ

る
「
事
前
協
議
制
」
の
背
景
を
垣
間
み
ら
れ
る
は
ず
だ
。

日
本
の
港
湾
の
国
際
競
争
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
荷
主
を
含
む
関
係
者
す
べ
て
が
、
真
摯
に
現
実

と
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
。
日
本
の
主
要
港
が
フ
ィ
ー
ダ
ー
港

化
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
だ
。


